· OLDIES BUT GOOD-BUY! VOL.2

· ビクター音楽産業 VICL-9　1990.3.21発売

· THE GOOD-BYE二枚目のベスト盤。６曲目の「Don’t Stop Kiss」にKYON2がコーラスで参加。初出は1988.6.21発売の「ALBUM」という２枚組のオリジナルアルバムだったようですが、こちらの音源は確認できていません。

· HYPER-ROBOT-COMPO CREATION

· ビクター音楽産業 PRCD-1051 1987非売品

· 日本ビクターのコンポのおまけらしい。7曲目に「Smile Again」を収録。シングルと同テイク。

1 音楽のような風／EPO

2 渚のモニュメント／EPO

3 ベジタブル／大貫妙子

4 恋人たちの時刻／大貫妙子

5 ひとり暮らしの妖精たち／大貫妙子

6 DOWNTOWNラプソディー／EPO

7 Smile Again／小泉今日子

8 さよならの果実たち／荻野目洋子

9 悲しき恋人たち／長山洋子

10 渚のファンタシィ／酒井法子

11 思い出をきれいにしないで／松本伊代

12 バカンスの嵐／水谷麻里

おまけらしい選曲ですな。

· 筒美京平：HITSTORY

KYOHEI TSUTSUMI ULTIMATE COLLECTION 1967-1997 VOLUME 2

· Sony Music Entertainment(Japan)Inc. SRCL4075〜8　1997.12.12発売

· 筒美京平の作曲家活動30周年記念に発表されたヒット曲集。厳選されたVOL.1 4枚89曲、VOL.2　4枚74曲のうち、小泉今日子の歌はVOL.2　DISC-2 12曲目「まっ赤な女の子」DISC-2 17曲目「ヤマトナデシコ七変化」DISC-3 8曲目「なんてったってアイドル」DISC-3 13曲目「夜明けのMEW」の4曲が収録されています。全てオリジナルシングルのテイクですが、異なったレコード会社の異なった時代の録音方法による音源が混在しているため、通して聴いた際に違和感がないようデジタルマスタリングした、とクレジットされています。

· 豪華ブックレットの中身がとても興味深いので、小泉今日子に関する記述をピックアップしましょう。

· 筒美京平ロングインタビューの中で、筒美氏が小泉今日子について

· いや僕は、「なんてったってアイドル」の詞を見た時に、ちょっとこのままついていけないんじゃないかなと思ったんです。正直言って、彼女が「キョンキョン」というニックネームを全面に出し始めた頃から、ついて行けるかなぁという感じはしてましたから（笑）。だから、「なんてったって〜」がヒットして、田村（充義）さんにはもう感覚的に追い抜かれたと思いましたね（笑）。

· 収録曲目解説−榊ひろと

· 《まっ赤な女の子》小泉今日子は「スター誕生」出身のアイドルとして、1982年春にバーニング・プロ所属でビクターから「私の16才」でデビュー、やはり“82年組”の一員として、同じ番組から同時期に登場し一歩先行してブレイクした中森明菜を追撃するポジションにつけていた。そんな彼女を2年目から担当することになったのが、ビクターの田村充義ディレクターである。田村はそれまでスペクトラムや山田邦子といったアーティストを手掛けていたが、筒美京平との初仕事は遠藤京子の作品であったという。2年目のブレイクを果たすためには、これまでとは全く違った作品が必要と判断した田村は、筒美京平に5枚目のシングルを発注。できあがった2曲のうち、1曲の歌詞を秋元康にもう1曲を康珍化に依頼し、仕上がりを見てA面を決めるという変則的なコンペを実施した。A面に選ばれた「まっ赤な女の子」は康にとって初めての筒美とのコンビであり、秋本は田村のもとでその詞を見たときに“これは負けた”と思ったといわれる。アレンジャーの佐久間正英は四人獅子〜プラスティックスのもとメンバーで、茂木と同様に「オクトパシー」の片面を担当して、筒美と仕事をするようになり、近藤真彦の「ミッドナイト・ステーション」もアレンジしている。筒美は当時流行していたスティックスの「ミスター・ロボット」のレコードを聞かせ、“こんな感じでヴォコーダーをいれたら”とアイディアを出したという。テクノポップ的なサウンドを狙って作られた曲であったが、打ち込みで作っている時間的な余裕はなく、すべて生演奏でそれらしい雰囲気を出すことになった。ヴォコーダーは佐久間自身が操作して“ジリジリ”と吹き込んだとされる。「まっ赤な女の子」はトップ10入りするヒットとなり、小泉今日子は中森明菜と並ぶ82年組筆頭アイドルへと成長していく。筒美京平の作品としては、若手のアレンジャーを起用したテクノポップ的なサウンド、明るい中にも哀愁味を感じさせるメロディーという点で、「夏色のナンシー」の姉妹曲ともいえるだろう。（注：「夏色のナンシー」のアレンジをした元四人獅子の茂木由多加は、全曲筒美作品のなかやまて由希の「オクトパシー」の片面を担当した。）

· 《ヤマトナデシコ七変化》筒美京平は「まっ赤な女の子」以降、馬飼野康二などの作品をはさむ形で、小泉のシングルを担当していた。これは“一人の作家で続けるとマンネリに陥りやすいし、作家にも過剰な負担をかけてしまうから”という田村充義ディレクターの方針によるものである。1984年9月に発売された「ヤマトナデシコ七変化」は、「迷宮のアンドローラ」（松本隆＝筒美京平）に続くシングルで、チャートの1位に輝いた。康珍化の詞の面では「艶姿ナミダ娘」や「渚のはいから人魚」を踏襲した路線だが、筒美の曲も70年代ディスコやヒップホップの要素をちりばめるなど盛り沢山の内容で、上記2曲を手掛けた馬飼野康二の派手なサウンドに対抗しようという意気込みが感じられる。また、この時期のアルバム「Betty／KYOKOⅤ」は全曲が筒美京平の書き下ろし作品で、アレンジは柏原芳恵の「ラスター」と同様に船山基紀がアレンジを手掛けている。

· 《なんてったってアイドル》「魔女」に続くシングルで、小泉にとっては6枚目の筒美京平作品となる。1985年の夏、折からの“おニャン子ブーム”に脅威を感じたビクターの田村充義ディレクターは、おニャン子クラブを上回るインパクトを持つ作品が必要だと感じていた。そのため、おニャン子の仕掛け人として脚光を浴びていた秋元康をあえて作詞に起用するという決断を下したのである。秋元と田村はすでにとんねるずの「雨の西麻布」などでコンビを組んでいたが、小泉今日子のシングルA面を担当するのは初めてのことであった。チャートのトップに立ちコイズミの健在振りを示したが、“おニャン子現象”の勢いは留まることなく、この曲の詞が象徴的に顕在化させてみせたアイドルという虚構を支えてきたシステムの解体は、さらに拍車がかかることになるのである。

· 《夜明けのMEW》「なんてったってアイドル」の後に馬飼野康二による「100％男女交際」をはさんで、1986年の夏に発売されたシングル。小泉がナレーションを担当した映画『子猫物語』の主題歌に使われることが決まっていたため、猫の鳴き声を模した“MEW”という言葉が選ばれたという。秋元康＝筒美京平コンビの別の側面がうかがえる切ないナンバーに仕上がっている。チャートでは第2位にランクされた。ここでもサウンドの鍵を握っているのは武部聡志によるアレンジで、打ち込みのビートとシンセの音色をフルに活用しながらも、間奏ではオルガンのソロをフューチャーして情感を引き出している。その後も筒美京平は小泉今日子に対して、シックなユーロビートナンバー「水のルージュ」（87年）を担当したほか、3曲入りミニアルバム『夏のタイムマシーン』（88年）に10分近い大作の表題曲を含む2曲を提供している。さらに1995年にはフジテレビ系ドラマ「まだ恋は始まらない」の主題歌「BEAUTIFUL GIRLS」を、作詞に小泉今日子自身を迎えてヒットさせたことは記憶に新しい。

· HITSTORY PERSONS 16−田村充義人物紹介から抜粋

· 83年「まっ赤な女の子」で筒美京平を完全に80年代アイドルポップスの波に乗せた田村充義はその時32歳。田村は71年に20歳だった。南沙織「17才」によってアイドルポップスが誕生し、はっぴいえんどが『風街ろまん』によってあらゆるニューミュージックの礎を作った年である。大学生であった田村が好むと好まざるとにかかわらず聴いていた時代感である。とんねるずと小泉今日子と藤原ヒロシをひとりの制作者が同時並行しながら担当するということは筒美の第3期黄金時代には考えられなかったことである。その田村が筒美京平を“尊敬”し、大滝詠一の『ソングブック2』の制作を担当し、トップアイドルのシングル曲に“はいから人魚”（小泉今日子の「渚のはいから人魚」は当初、田村がはっぴいえんどの「はいからはくち」にリスペクトしてこのタイトルが付けられていたとされる）というタイトルをつけるいうことそのものが筒美京平第5期黄金時代の象徴である。

· 風街図鑑　風編

· Sony Music Entertainment(Japan)Inc. SRCL476-3　2000.2.19 発売

· 69年、はっぴいえんどのドラマー＆作詞担当として“日本語のロック”を立ち上げた松本隆が、99年までの30年間に書いた約2000曲のうちベストテンにチャートインした131曲のヒット曲から選ばれた50曲を3枚のＣＤにまとめたＣＤボックス。小泉今日子の歌は、CD1　14曲目「水のルージュ」、CD2　15曲目「迷宮のアンドローラ」、CD3　10曲目「魔女」の3曲が収録されています。3曲とも筒美京平作曲作品ですが、監修の川勝正幸氏が、「筒美京平：HITSTORY」とかぶらないように心がけたそうです。

· こちらも豪華ブックレットに、松本隆自身による各曲解説がありますので紹介しましょう。

· 《水のルージュ》これも化粧品のＣＭだった。この頃、水のように生きたいなと考えていたんだ。透明でいろんな器のかたちに姿を変えられる。はじめは粒か滴なのに、いつかは大河になって海に流れこむ。見えない気体になれるし、自分を映す鏡にもなれる。そんな風に生きたいと思った。

· 《迷宮のアンドローラ》小泉今日子は隠れファンだった。「詞を書きたいな」って心で呟いていたけど、なかなか実現しなくて、諦めかけていた。でも実際、注文されてみると、それまでの康珍化の詞って、「渚のハイカラ人魚」とか「ヤマトナデシコ七変化」とか、はっぴいえんどのパロディ系じゃない。自分がそれをやるわけはいかないって困った。で、サイエンスフィクション系にしたんだ。

· 《魔女》歌入れしているときに、キョンキョンが「後ろに誰かいる！」って言い出して、本当に怖かった記憶がある（笑）。ビクターの青山スタジオはお寺の横にあるからね。

· ON AIR　オールナイトニッポンパーソナリティーズヒッツ

· PONY CANYON  PCCA-01797 1-3  2002.12.4発売

· オールナイトニッポン35周年記念の3枚組ＣＤ。DISC 2  2曲目に、「渚のはいから人魚」を収録。DISC 3　には、笑福亭鶴光、あのねのね、イルカ、タモリのオンエアＤＪが収録されているが、残念ながらキョンキョンのは入っていない。

· ショッピング／井上陽水奥田民生

· FOR LIFE RECORDS, INC.  FLCF-3679  1997.3.19発売

· 井上陽水奥田民生というコンビ名で発表されたアルバム。9曲目に「月ひとしずく」を収録。12曲中この曲と、作詞：井上陽水　作曲：奥田民生の「アジアの純真」以外は、作詞／作曲：井上陽水・奥田民生とクレジット。そう、「月ひとしずく」の作詞は、井上陽水・奥田民生・小泉今日子なのだ。メインボーカルは奥田民生。「月ひとしずく〜」のところで陽水がハモる。また、アルバム中この曲のみ、アコースティックギターで、トータス松本、ウルフルケイスケが参加している。

· VIBE RHYME / CHIKADA HARUO

· 有限会社アイ・セクション　1994.10.20　発行

· アルバムに歌詞を載せていなかったビブラの、1986年から1994年「NATIONAL」までの歌詞集。「ENTROPY PRODUCTION」の全曲歌詞も載ってます。「パブリックエネミー」「MIKKY-D」なんか最高なんだけど、こうして見ると、キョンキョンがラッパーで参加しているのは、イデオロギーや固有名詞を想像させない歌詞の曲ばかりですね。巻末のVIBRASTONE PROFILE に、主な作品として、近田春夫＝「KOIZUMI IN THE HOUSE」、OTO＝「afropia」があげられています。

